（農業経営体強化事業）

世帯内の農業経営の主宰権の継承に係る届出書
私、　　　　　　　　　（申請者氏名）（以下、「甲」という。）は、食料・農業・交流推進事業補助金交付要綱に規定される「イチジク園及びナシ園の経営継承支援事業」に係る補助金の交付申請に際して、世帯内の　
　　　　（作目）部門の農業経営における主宰権を　　　（続柄）である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　（従来の経営者氏名）（以下、「乙」という。）から　　　　年　
　　月　　日をもって継承した（又はする旨合意している）ことを、本書
及び添付書類をもって届け出ます。
なお、何らかの理由で申請内容に虚偽があることが判明した場合は、安城市補助金等の予算執行に関する規則第１０条に基づき、直ちに補助金を返還します。
年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　（甲）　住所　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　印
（乙）  氏名　　　　　　　　　　　　印
【農用地利用改善組合長 確認欄】
　　　　　　　　農用地利用改善組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　組合長　　　　　　　　　　　　　印
[添付書類]　下記のいずれかを添付すること
※主宰権の継承が申請年度の翌年度中となる場合は、継承が行われ次第速やかに提出すること
・甲名義の「個人事業の開業届出書」及び乙名義の「個人事業の廃業届出書」
・甲名義の確定申告書の写し
・甲名義の生産物の出荷伝票の写し
・その他、上記のことを証明する書類
【注意事項】
本書は、安城市の「食料・農業・交流推進事業補助金」の補助要件具備の確認の一環として提出を求めるものであり、本書を提出しても、農地法第３条における経営農地の使用収益権を甲が取得したことにはなりません（農地台帳上の耕作者氏名は変更されません）。
記載例

（農業経営体強化事業）

世帯内の農業経営の主宰権の継承に係る届出書
私、　安城　一郎　（申請者氏名）（以下、「甲」という。）は、食料・農業・交流推進事業補助金交付要綱に規定される「イチジク園及びナシ園の経営継承支援事業」に係る補助金の交付申請に際して、世帯内の  ナシ  （作目）部門の農業経営における主宰権を　父 （続柄）である　安城　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　太郎　（従来の経営者氏名）（以下、「乙」という。）から　〇〇年　
〇〇月〇〇日をもって継承した（又はする旨合意している）ことを、本書
及び添付書類をもって届け出ます。
なお、何らかの理由で申請内容に虚偽があることが判明した場合は、安城市補助金等の予算執行に関する規則第１０条に基づき、直ちに補助金を返還します。

〇〇年△△月△△日
　　　　　　　　　　　　　　　（甲）　住所　安城市〇〇町△△５　　　　　　　　　　　　
氏名　安城　一郎　 　　　　　印
（乙）  氏名　安城　太郎　 　　　　　印
【農用地利用改善組合長 確認欄】
　〇〇町　　　農用地利用改善組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　組合長　農務　太郎　　　　　　印
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改善組合長印





改善組合長の印を確認の上、押印してください。


なお、ない場合は私印でも問題ありません。





改善組合長の印を確認の上、押印してください。


なお、ない場合は私印でも問題ありません。





改善組合長の印を、確認の上押印してください。


なお、ない場合は私印でも問題ありません。





改善組合長の印を確認の上、押印してください。


なお、ない場合は私印でも問題ありません。
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